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この瞬間この瞬間しかしか見見れなれないい！！
こもろ宿のの本当の姿本当の姿

歩
い
て
、知
っ
て
ほ
し
い
！ 

北
国
街
道 

小
諸
宿
の
魅
力

文化財の修復と調査文化財の修復と調査

貴
重
な
修
復
現
場

貴
重
な
修
復
現
場
をを
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い
！！

小小
諸
市
は
、「
旧
小
諸
本
陣
修
復

諸
市
は
、「
旧
小
諸
本
陣
修
復

工
事
」
と
「
本
町
・
市
町
伝
統

工
事
」
と
「
本
町
・
市
町
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査
」
と
い
う
、

的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査
」
と
い
う
、

２
つ
の
文
化
財
保
護
事
業
を
進
め
て
い

２
つ
の
文
化
財
保
護
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
す
。国国

庫
補
助
も
投
入
し
た
長
期
に
わ

庫
補
助
も
投
入
し
た
長
期
に
わ

た
る
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
こ

た
る
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
こ

の
事
業
を
通
じ
て
歴
史
資
産
を
活
か
し

の
事
業
を
通
じ
て
歴
史
資
産
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

事事
業
は
途
中
の
段
階
に
あ
り
ま
す

業
は
途
中
の
段
階
に
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
の
成
果
発
表
を

が
、
現
時
点
で
の
成
果
発
表
を

兼
ね
た
、
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

兼
ね
た
、
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
か
ら

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
て

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
　
問
　
文
化
財
・
生
涯
学
習
課

文
化
財
・
生
涯
学
習
課

国重要文化財の「旧小諸本陣」を根本から修復し、小
諸の歴史を証明するものとして後世に伝えていくこと
を目的とした、大規模な文化財保存工事です。

「「旧小諸本陣」保存修復工事

まちの歴史に主眼を置いた学術調査です。主な調査対
象は、かつて小諸の宿場であった本町、市町に残る歴
史的建造物群と工作物です。さらに、地域史・文化・
都市形態・自然環境・防災対策状況の行政施策といっ
たことも整理して、小諸宿の特徴、あるいは内包する
課題などを導き出し、今後、歴史を活かしたまちづく
りを実現するための対策を考えていきます。

本町・市町伝統的建造物群保存対策調査

－旧小諸本陣と伝統的建造物群－－旧小諸本陣と伝統的建造物群－

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財「「
旧
小
諸
本
陣

旧
小
諸
本
陣
」」

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財「「
旧
小
諸
本
陣

旧
小
諸
本
陣
」」のの
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担当者担当者にに聞聞きましたきました！！
-Interview-

阿
部
さ
ん
（
以
下
：
阿
）：
江
戸
時
代

の
宿
場
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
、
公
用

の
旅
行
者
が
利
用
し
ま
し
た
。
今
、
修

復
工
事
を
し
て
い
る
の
は
、
本
陣
の
一

部
で
問と

い
や
ば

屋
場
と
呼

ば
れ
る
施
設
。
宿

場
を
管
理
す
る
役

所
で
、
公
用
荷
物

の
中
継
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
大

名
や
朝
廷
の
勅
使
な
ど
特
に
位
の
高
い

人
が
休
泊
し
た
座
敷
棟
、「
本
陣
主お

も
や屋

」

は
現
在
、
せ
せ
ら
ぎ
の
丘
に
移
築
復
元

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
秋
、
レ
ス
ト
ラ
ン

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

そ
も
そ
も「
本
陣
」っ
て
何
で
す
か
？

阿
：
地
域
の
伝
統
が
反
映
し
た
建

物
の
集
ま
り
の
こ
と
。
こ
れ
を
保

護
す
る
た
め
、
市
が
「
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
を
設
定
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
に
認
め
ら
れ

る
と
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
（
重
伝
建
）」
に
選
定
さ
れ
、

国
の
支
援
を
受
け
た
ま
ち
整
備
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
先
ご
ろ
本
町

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
よ
り

要
望
を
受
け
て
、
歴
史
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
す

　
　
　
　
　
　
　
　

べ
く
、
学
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
を
は

　
　
　
　
　
　
　
　

  

じ
め
ま
し
た
。

「
伝
統
的
建
造
物
群
」っ
て
何
？

阿：
４
つ
の
時
代
（
江
戸
、明
治
、大
正
、

昭
和
）
を
ま
と
め
て
追
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土

地
の
高
低
差
、
蔵
建
築
が
多
く
残
る
商

都
ら
し
い
景
観
に
も
着
目
し
て
く
だ
さ

い
。
本
陣
の
工
事
は
、
滅
多
に
見
ら
れ

な
い
重
要
文
化
財
の
修
復
工
事
で
す
。

当
時
の
技
術
や
建
て
た
人
の
思
い
に
、

見
て
触
れ
て
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

「
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
」の
楽
し
み
方

を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

こもろ宿散歩こもろ宿散歩 &&  
重文「旧小諸本陣」修復現場 見学会重文「旧小諸本陣」修復現場 見学会

歩いて味わう、知って楽しむ ! 北国街道こもろ宿の魅
　力と歴史、そして、「本当の価値」をお伝えします。
　　現在進行中の重要文化財「旧小諸本陣」修復工事
　　　の現場も見学できる特別なイベントです！

まち歩き MAP

▶開催日時　3/26 ㈰　　▶募集人数　180 名
▶申込方法　2/22 ㈬ ～ 3/15 ㈬の間に、文化財・生涯学習課まで
　お電話いただくか、右二次元コードからお申込みください。
　【下記から、お好きな回をお選びいただきます】
　❶ 10:00 ～ 11:30（90 分）　20 名× 3 グループ
　❷ 13:00 ～ 14:30（90 分）　20 名× 3 グループ
　❸ 15:00 ～ 16:30（90 分）　20 名× 3 グループ
　※１回につき３グループを編成し、A. 本町、B. 市町、C. 本陣を巡ります。（所要時間：各 30 分）

申込フォーム

阿
：
江
戸
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
長

期
に
存
続
し
て
き
た
建
物
は
修
理
を
重

ね
が
ら
利
用
さ
れ
る
の
で
、
時
代
毎
の

特
色
が
混
ざ
り
合
い
ま
す
。「
旧
小
諸
本

陣
」
は
時
代
毎
の
痕
跡
を
見
定
め
な
が

ら
解
体
を
進
め
て
い
る
の
で
、
一
つ
の

建
物
か
ら
い
く
つ
も
の
時
代
の
痕
跡
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
建
調
査
の
方

は
、
流
石
に
人
が

住
ん
で
い
る
建
物

を
解
体
す
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
建
物
の
外
観

と
そ
れ
が
織
り
な

す
ま
ち
並
み
に
歴

史
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
ち
を
歩
く
だ
け
で
、
い

く
つ
も
の
時
代
を
ま
と
め
て
追
体
験
で

き
る
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

「
建
物
」と
「
ま
ち
並
み
」の
魅
力
を

挙
げ
る
と
し
た
ら
？

文
化
財
・
生
涯
学
習
課

阿
部
達
彦
さ
ん


